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テンツやVRを活用した学習に対して肯定的な意
見が多く見られた。
同時に，探究学習以外でVR技術を活用するこ
とについて「医療，災害対策や平和教育などに活
用すべきである」など，体験的に学ぶことが実践
力の育成に対して「有用である」と言及する生徒
が多いことも明らかになった。
アンケート結果からもわかるように，VR技術

を積極的に探究学習に取り入れることにより，生
徒は課題を自分ごと化でき，その結果，課題に対
する探究心が芽生え，問題解決に向けた思考力の
向上に繋がったといえるであろう。

8．課題と展望

本稿では，デジタルコンテンツとVR技術を活
用した探究学習を通じて，地域課題を自分ごとと
して捉えることにより，課題設定のための思考力
を育成することを目標とした授業実践を紹介し
た。
地域課題探究において，本実践で紹介したよう
なデジタルコンテンツを活用することは，リアル
な学習体験を可能にし，生徒の地域探究活動を支
援することがわかった。
その一方で，VRのような技術を探究授業で活

用するにあたって，いくつかの課題が考えられ
る。今回の探究テーマは，震災からの復興であり，
渡邉教授らが研究しているコンテンツとたまたま
合致したため，探究学習の過程でVR化されたデ

ジタルコンテンツの活用が可能であった。しかし
ながら，地域課題は多岐にわたるため，生徒が設
定する課題すべてを網羅しているデジタルコンテ
ンツや関連データが存在するかどうかは疑問であ
る。また，VR機器の設置や操作に対する担当教
員の指導スキルも追いついていないのが現状であ
る。
生徒のアンケート結果から見ても，本実践で活
用した課題を可視化したデジタルコンテンツとい
った「非構造化データ2」が探究活動に与える影
響は大きい。そう考えると，今後，デジタルコン
テンツやVR技術の活用を視野に入れた探究学習
用の教育プログラムを標準化していくことは，こ
れからの社会を担う生徒たちの課題解決スキルの
育成のために重要となっていくだろう。
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2 非構造化データは形式が固定されず多様な形式を持つ。
一方，構造化データは固定のフィールドに整理されてい
る。

表2 今後，どのような分野でデジタルコンテンツやVR
が使用されていくべきだと思いますか？（回答抜粋
（自由記述））

・震災や戦争，地球温暖化などの最近の問題の理解
のため。
・戦争を経験した人の情報を元にVRで震災を体験
できるようにしたりできたりするといいと思う。
・オリンピックなどをリアルに記録し，選手のコメ
ントをみることができるようにすれば，スポーツ
への理解が高まると思う。
・医療，医学の面で使用されていくべきだと思う。
例えば，手術のシミュレーションなどで使用する
ことで，若手医師や学生が経験を積むのに最適な
環境を提供することができる。


